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研究の概要
• 世界的に急速に研究開発が進むテラヘルツ波/ミリ波

が⼈体に及ぼす影響に関し，国⺠の不安を解消し，安
全で安⼼できる電波利⽤社会を構築するため，

• フレーリッヒ仮説を念頭に，約70-300 GHz帯の電波
について培養細胞への全周波数における⾮熱作⽤に関
する研究を，広帯域周波数可変光源（UTC-PD）およ
び超短パルス光源（TDS）の2通りを⽤いて実施する

• 特に，120 GHzおよび300 GHzについては，早期の
実⽤化が⾒込まれることから，周波数を限定して，細
胞ばく露実験を⾏い，防護指針の妥当性についての実
証的な根拠を得ることを⽬的とする

フレーリッヒ仮説：1968年にフレーリッヒが発表した「細胞膜（⼆重リン脂質
膜）が0.1〜1 THzのいずれかの周波数で共鳴振動しており、その周波数の電磁
波を照射することで、何らかの⾮熱作⽤が予想される」という仮説

H. Fröhlich, Int. J. Quant. Chem.Ⅱ, 1968, p. 641 - 649.













「超⾼周波の電波ばく露による影響の調査」
まとめ

• 約70-300 GHz帯の全周波数におけるヒト培養細胞への⾮熱
作⽤に関する検討の結果、
 広帯域周波数可変光源（UTC-PD）および超短パルス光源

（TDS）の2光源を⽤いた、⻑時間ばく露による細胞への
影響は⾒られなかった

 フレーリッヒ仮説に関する⾮熱作⽤は検出されなかった

• 周波数を限定した120 GHzおよび300 GHzの細胞ばく露実
験を⾏った結果、
 ヒト⾓膜由来上⽪細胞（HCE-T）における⼩核形成、形態

変化ならびに、ストレスタンパクの発現において、コント
ロール、Shamばく露、 120, 300GHz超⾼周波帯ばく露に
おいて、有意な差は観察されなかった
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よって、超⾼周波帯（70-300 GHz）ばく露の⾮熱的⻑期
ばく露は、細胞増殖、細胞活性、⼩核形成、形態変化および
ストレスタンパクの発現に影響を及ぼさないと考えられる


